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伏見区推進協議会の立ち上げ及び第1回会議を開催しました

京
都
市
市
民
憲
章
推
進
者
伏
見
区
長
表
彰

　

3
月
13
日
、
伏
見
区
総
合
庁
舎
で
平
成
27
年
京
都
市
市
民
憲
章
推
進

者
伏
見
区
長
表
彰
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
民
憲
章
推
進
者
と
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

の
実
践
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、

地
域
の
健
康
促
進
等
、
市
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る

方
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

［
5
月
の
啓
発
活
動
］

○
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

場
所
伏
見
区
総
合
庁
舎
1
階
ロ

ビ
ー
、
深
草
総
合
庁
舎
1
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

期
間
5
月
1
日(

金)

～
29
日(

金)

○
人
権
啓
発
書
道
展

　

醍
醐
支
所
管
内
の
小
学
生
の
人

権
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展
示

場
所
醍
醐
総
合
庁
舎
2
階
ロ
ビ
ー

期
間
5
月
1
日(

金)

～
29
日(

金)

○
街
頭
啓
発

5
月
14
日（
木
）

①
14
時
～
：
京
阪
淀
駅
前

　

16
時
～
：
伏
見
大
手
筋
商
店
街

②�

11
時
30
分
～
：
京
阪
伏
見
稲
荷

駅
周
辺
、
イ
ズ
ミ
ヤ
伏
見
店

前
、
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
前

個
人
65
名
　
※（
　
）内
は
学
区

（
砂
川
）達
富
力
、
東
村
忠
明
、

（
深
草
）宇
川
美
津
子
、

　
　
　

大
澤
昌
之
、
木
下
あ
ゆ
み
、

　
　
　

村
尾
敏
美
、
森
育
子

（
藤
森
）元
生
光
昭
、
安
本
計
子

（
藤
城
）表
野
由
紀
子
、
佐

冨
男

（
住
吉
）佐
々
木
嘉
一

（
板
橋
）飯
内
徳
子
、
畑
照
子

（
南
浜
）尾
髙
紀
子
、
永
井
清
子
、

　
　
　

西
谷
公
美

（
竹
田
）時
岡
利
夫
、
山
内
正
子

（
桃
山
）小
川
和
子
、
川
口
玉
枝
、

　
　
　

佐
々
木
作
美
、
吉
川
喜
美

（
桃
山
南
）藤
野
雅
子

（
下
鳥
羽
）伊
藤
保
子
、
山
田
利
子

（
横
大
路
）梅
林
み
や
子
、

　
　
　

大
島
寛
子
、
大

恵
美
、

　
　
　

田
中
洋
子
、

山
光
惠
、

　
　
　

森
井
ち
ひ
ろ

（
納
所
）岩
﨑
ハ
ル
ヱ
、
中
村
迪
子

（
向
島
）石
崎
義
昭
、
坊
清
美

（
向
島
二
ノ
丸
）北
川
眞
次

（
向
島
藤
ノ
木
）橋
本
惇
、

　
　
　

雪
丸
敏
明

（
神
川
）
岡
清
次
、
田
畑
育
子
、

　
　
　

野
村
春
子

（
羽
束
師
）松
永
西
良

（
久
我
の
杜
）小
幡
隆 表

彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

（ 
淀 
）川
﨑
莞
爾
、
田
村
光
圀
、

　
　
　

野
坂
公
美
、
藤
原
美
木
夫

（
醍
醐
）前
田
輝
夫

（
小
栗
栖
）小
松
勝

（
池
田
）木
原
惇
一
、
山
本
久
米
男

（
池
田
東
）鎮
守
恵
美
子
、
林
安
世

（
日
野
）竹
田
良
三
、
千
葉
玲
子
、

　
　
　

橋
本
加
代
子
、
宮
地
久
子

（
石
田
）齊
藤
七
郎
、
阪
上
稔
、

　
　
　

東
島
富
代

（
北
醍
醐
）岡
﨑
和
代
、
川
本
規
晶
、

　
　
　

北
尾
み
ゆ
き
、
清
水
裕

団
体
8
団
体
　
※（
　
）内
は
学
区

（
藤
森
）�七
瀬
川
環
境
美
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会

（
板
橋
）�伏
見
板
橋
子
ど
も
を
見
守

る
会

（
南
浜
）ひ
ま
わ
り
三
栖
、

　
　
　

�

放
置
自
転
車
等
を
防
止
し

美
し
い
町
を
つ
く
る
会

（
中
書
島
）

（
桃
山
）フ
ォ
ト
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｈ
Ｇ

（
向
島
藤
ノ
木
）

　
　
　

�

向
島
藤
ノ
木
連
合
自
治
会

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
、

　
　
　

�

向
島
藤
ノ
木
連
合
自
治
会

第
二
ブ
ロ
ッ
ク

（
淀
南
）淀
南
婦
人
会

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

地
域
の
保
育
園
、
幼
稚
園
及
び

児
童
館
で
は
、
入
園
（
館
）
に
関

わ
ら
ず
、
子
育
て
に
関
す
る
様
々

醍
醐
地
域
の

子
育
て
支
援
情
報
を

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！

な
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
情
報
を
、「
だ
い

ご
っ
こ
絵
画
展
企
画
運
営
委
員

会
」
で
は
、
26
年
11
月
に
一
冊
の

冊
子
に
ま
と
め
、
醍
醐
支
所
に
お

い
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

冊
子
の
情
報
は
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
き
各
施
設
の
取

組
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　「
伏
見
営
業
所
」
は
、
5
月
6

日（
水
・
休
）を
も
ち
ま
し
て
営
業

を
終
了
し
、
5
月
7
日（
木
）か
ら

「
南
部
営
業
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

伏
見
区(

醍
醐
支
所
管
内
を
除

く)

に
お
住
ま
い
の
方
の
水
道
の

使
用
開
始
・
中
止
・
名
義
変
更
等

の
お
申
し
込
み
及
び
災
害
用
備
蓄

飲
料
水
「
京
の
水
道�

疏
水
物
語
」

の
ご
注
文
等
は
、「
南
部
営
業
所
」

で
承
り
ま
す
。

　

な
お
、
醍
醐
支
所
管
内
に
お
住

ま
い
の
方
は
従
来
ど
お
り
、
山
科

営
業
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
山
科
営
業
所
☎
592
・
３
０

５
８
、
FAX�

501
・
１
７
４
６
）

〈
南
部
営
業
所
〉

所
在
地
鷹
匠
町
33

（
市
バ
ス
「
肥
後
町
」
バ
ス
停
下

車
、
東
へ
約
300
ｍ
（
徒
歩
約
5
分
）

伏
見
区
総
合
庁
舎
西
向
か
い
）

連
絡
先
☎
406
・
６
０
２
０
、

FAX�

605
・
１
３
７
０

問
合
せ
上
下
水
道
局
お
客
さ
ま

サ
ー
ビ
ス
推
進
室
（
☎
672
・
７
７

３
３
、
FAX�

671
・
４
１
６
５
）

　

な
お
、
同
委
員
会
は
、
4
月
か

ら
「
だ
い
ご
っ
こ
育
み
委
員
会
」

と
名
称
を
改
め
、
引
き
続
き
、
絵

画
展
の
開
催
を
は
じ
め
、
醍
醐
地

域
の
子
ど
も
の
育
み
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
（
◯醍

☎

571
・
６
１
０
５
）

だ
い
ご
っ
こ
育
み

検
索

は
憲
法
月
間
で
す

エコまちステーションからのお知らせ

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

5
月

③�

14
時
30
分
～
：
医
仁
会
武
田
総

合
病
院
前

　

�

15
時
30
分
～
：
パ
セ
オ
・
ダ
イ

ゴ
ロ
ー
前
、
コ
ー
ナ
ン
六
地
蔵

店
前
、
マ
ツ
ヤ
ス
ー
パ
ー
醍
醐

店
前

問
合
せ
（
雨
天
時
開
催
等
）

地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進

担
当
（
①
◯伏
☎
611
・
１
１
４
４
、

②
◯深

☎
642
・
３
２
０
３
、
③
◯醍

☎
571
・
６
１
３
５
）

上
下
水
道
局
「
南
部
営
業
所
」
を
開
設

※�新しい京都を発信するものづくり拠点としてまちづくりを進めている地域。油小路
通を中心に、概ね北は十条通、南は宇治川、東は東高瀬川、西は国道1号に囲まれた
面積約607haの地区

　3月16日、区民の皆様、警察、区役所・支所、
消防からなる「世界一安心安全・おもてなしの
まち京都　市民ぐるみ推進運動」伏見区推進協
議会（会長　伏見区市政協力委員連絡協議会　
村井信夫世話人代表）の立ち上げ及び第１回会
議を開催いたしました。
　これは、昨年7月31日に本市と京都府警察で
締結した「世界一安心安全・おもてなしのまち
京都　市民ぐるみ推進運動」の協定後、伏見
区が先行実施行政区として指定されたことを受
けたもので、今後の安心安全に関する取組の方
針やプログラムの策定等について話し合いまし
た。

（1）緑化助成事業について（先着順）
　住む人・働く人にとって快適な都市環境の創出を図るため、樹木の植栽等の
緑化に対して助成金を交付する2種類の助成事業を実施しています。

助成の種類 対象・要件等 助成金の額

らくなん進都油小路通
沿道緑化助成事業
（地上・壁面緑化）

油小路通沿道に面する民有
地敷地の視認できる場所に
おいて、１㎡以上の緑化（植
樹の場合は１本から）を行う
こと。

経費の最大2分の１を助成
（上限金額あり）

らくなん進都緑化
助成事業
(屋上・地上・壁面緑化)

地区内に立地する企業が、
100㎡以上の緑化を行うこと

経費の2分の1を助成
（上限200万円（壁面緑化の
みの場合は上限100万円））

（2）土地所有者奨励金について
　企業立地を促進するため、企業に土地の売却や貸付、貸事務所の新築等を行っ
た土地所有者の方に奨励金を交付しています。

奨励金の額

土地の売却 売却価格の2.85％（上限500万円）

土地の貸付 当該土地の固定資産税・都市計画税相当額の2年度分
（単年度当たりの上限200万円）貸し事務所の新築等

問合せ（1）（2）市まち再生・創造推進室（☎222-3503）

1　めざせ！エコイベント
　多くの人が集まるイベントは、ごみが大量に発生する等、環境に大きな負荷を
与えています。ごみの減量や参加者の環境意識の向上を図るため、次の支援策を
用意しています。
　賢く活用して、イベント経費も、環境への負荷も軽くしましょう!

「京都市認定エコイベント」登録でエコ化をPR！
　イベントのエコ化に取り組む主催者を応援するために「京都市認
定エコイベント」登録制度を設けています。
　ノボリやロゴを使って、主催者の取組を参加者に分かりやすくア
ピールできます。

●賢く使おう「リユース食器」助成金制度
　イベントから出るごみを減らす特効薬となる「リユース食器（繰り返し洗って使
うことのできる食器）」を広めるため、導入費用の2分の1を助成する制度を設け
ています。（上限50万円）
　なお、助成対象イベントは「京都市認定エコイベント」の登録が必要です。

2　ごみ減量の取組に関する助成制度をご活用ください
①コミュニティ回収登録団体募集
　対象地域で自主的に古紙･古着･缶・びん等を回収する団体
　募集数全市で500団体
　助成内容チラシの作成や回収等に必要な費用の一部
　助成額年間10,000円～15,000円（応募時期・回収品目により異なります。）
②使用済てんぷら油回収登録団体等募集
　対象家庭から排出される使用済てんぷら油を回収する団体・個人
　募集数全市で100件
　助成内容チラシの作成や油の回収に必要な費用の一部
　助成額年間5,000円～20,000円（応募時期・回収拠点数により異なります。）
③落ち葉等堆肥化活動団体募集
　対象落ち葉等の堆肥化を行う概ね10世帯以上の団体
　募集数全市で30団体
　助成内容チラシの作成や堆肥化活動に必要な費用
　助成額年間上限50,000円(初年度)
［①～③共通］
申込み区役所・支所内のエコまちステーション等で配布の申込書に必要事項を記
入のうえ、①②通年③平成28年2月29日（月・必着)までに問合せ先へ。いずれも
要件・審査有

3　環境施設見学会
　  「エコバスツアー」参加団体募集
　ごみ処理施設や再資源化施設等の見学を通じて、身近なごみ問題、環境にやさ
しいライフスタイルについて考えるバスツアーへの参加団体を募集します。
対象ごみの減量に関心のあるグループや地域団体（営利法人不可）
見学施設市のごみ処理・再資源化施設等を自由に組み合わせられます。（要事前相談）
見学期間通年
定員1組30名まで（要相談）

参加
無料

「らくなん進都（※）」のお知らせ

4
月
30
日（
木
）
は

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第
1
期
分

の
納
期
限
で
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

屋
上
の
ビ
オ
ト
ー
プ
や
田
畑
で

生
き
も
の
観
察
や
野
菜
づ
く
り
等

を
継
続
的
に
体
験
し
、
「
食
や
自

然
の
循
環
や
暮
ら
し
と
の
つ
な
が

り
」
を
学
ぶ
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

日
程
5
月
～
平
成
28
年
2
月
ま
で

の
土
曜
日
の
午
前
中
（
月
2
回
程

度
）
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

場
所
京み

や
こエ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
1
～
4
年
生
と
そ
の
家

族
の
方

定
員
15
組
45
名
程
度（
多
数
抽
選
）

費
用
一
人
500
円
／
年
（
別
途
材
料

費
が
数
百
円
程
度
か
か
る
回
あ

り
）

申
込
み
・
問
合
せ
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
学
年
（
年
齢
）
、
連
絡
先
を
4

月
26
日(

日)

ま
で
に
電
話
、
FAX�

又

は
来
館
に
て
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

（
☎
641
・
０
９
１
１
、
FAX�

641
・
０

９
１
２)

『
え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
』

参
加
者
募
集
!

山
林
防
火
運
動

4
月
20
日（
月
）～

26
日（
日
）

　

行
楽
客
や
ハ
イ
カ
ー
等
の
入
山

者
の
増
加
や
、
空
気
の
乾
燥
に
よ

り
林
野
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
こ
の
時
季
に
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
、
「
山
林
防
火
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

普
段
、
火
の
気
が
な
い
山
林

は
、
人
が
持
ち
込
む
火
源
や

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
り
、

火
災
が
発
生
し
ま
す
。
ひ
と
た
び

林
野
火
災
が
発
生
す
る
と
、
完
全

に
鎮
火
す
る
ま
で
に
、
数
日
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
に
、
皆
様
で
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
を
せ
ず
、

必
ず
携
帯
灰
皿
を
使
用
す
る
。

●
た
き
火
等
の
火
気
の
使
用
中
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

全
に
消
火
す
る
。

●
火
遊
び
で
も
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
等

は
、
子
ど
も
が
持
ち
出
さ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
る
。

安
全
な
山
歩
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

区
内
に
は
、
京
都
一
周
ト
レ
イ

ル
の
東
山
コ
ー
ス
が
あ
り
、
昨
年

の
11
月
に
は
、
伏
見
桃
山
駅
か
ら

伏
見
稲
荷
大
社
奥
社
ま
で
の
約

9
．
5
キ
ロ
が
、
新
た
な
ル
ー
ト

と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
歩
き
中
の
け
が
等
に
よ
り
、

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
あ
ら
か
じ
め
、
家
族
に
行
き
先

や
帰
宅
予
定
時
間
等
を
伝
え
る
。

●
危
険
な
場
所
も
あ
る
の
で
、

コ
ー
ス
以
外
立
ち
入
ら
な
い
。

●
天
候
の
悪
化
や
疲
労
に
備
え
、

事
前
に
準
備
を
し
て
お
く
。（
防

寒
衣
、
雨
具
、
食
糧
等
の
携
帯
）

問
合
せ
伏
見
消
防
署
総
務
課
企
画

広
報
係（
☎
641
・
５
３
５
５
）

　はがき又はFAX（611-4716）にて�1人1応募（三句以内・作品にふりがな要）と住
所、氏名(ふりがな)、年齢をご記入のうえ、〒612-8511�伏見区役所地域力推進室

企画担当「伏見川柳」係まで。

※未発表の作品に限ります。紙面の感想もぜひお寄せください。

　締め切り4月30日（木）消印有効。【特選句には記念品を差し上げます。】

今
回
の
テ
ー
マ「
ラ
ン
チ
」�

峯　

裕
見
子　

選

次回の題は「約束」です。（₇月15日号掲載予定）

お
ば
ん
ざ
い
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
ラ
ン
チ
風　
　
　
　

松
井
美
智
子

妻
は
コ
ー
ス
お
れ
は
弁
当
ま
あ
い
い
か　
　
　
　
　

山
口
佳
永
子

い
つ
か
ら
か
た
っ
た
二
人
の
昼
ご
は
ん　
　
　
　
　

横
川
裕
子

定
食
の
旨
い
食
堂
な
さ
け
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

古
崎
徳
造

見
渡
す
と
女
性
ば
か
り
の
店
の
中　
　
　
　
　
　
　

戸
倉
通
代

お
も
む
ろ
に
満
席
の
中
ひ
と
り
ラ
ン
チ　
　
　
　
　

檜
山
順
子

ハ
イ
キ
ン
グ
背
の
お
に
ぎ
り
が
踊
っ
て
る　
　
　
　

松
本
公
子

ラ
ン
チ
だ
け
す
ま
し
さ
っ
さ
と
孫
帰
る　
　
　
　
　

宮
本
博
男

極
上
の
ラ
ン
チ
は
老は

母は

の
に
ぎ
り
め
し　
　
　
　
　

大
海
幸
生

ラ
ン
チ
時
息
子
は
何
を
食
べ
る
か
な　
　
　
　
　
　

中
山
公
子

〈
特
選

〉

わ
が
庭
に
す
ず
め
寄
り
添
い
ラ
ン
チ
か
な　
　
　
　

山
田
早
智
子

（
評
）

　

特
選
山
田
さ
ん
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
情
景
を
初
々
し
く
表

現
さ
れ
ま
し
た
。
笑
い
も
批

評
も
無
い
一
句
で
す
が
、
こ

れ
も
川
柳
で
す
。
ま
た
、
集

ま
っ
た
作
品
の
多
く
か
ら

「
食
べ
る
」
と
い
う
行
為
は

家
族
や
親
し
い
人
を
想
う
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

林野火災に備えた消防団の放水訓練

【1～3共通】� 問合せ同ステーション
� (◯伏☎366-0196◯深☎366-0198◯醍☎366-0311)

深草・醍醐支所管内

伏見区役所管内（住吉～横大路）

伏見区役所管内（納所～淀南）

　今後、伏見区は、他の行政区に先駆
けて、一層犯罪の起きにくい安全なま
ちづくりを進めますので、ご協力をよ
ろしくお願いいたします。

「世界一安心安全・おもてなしのまち京都
� 市民ぐるみ推進運動」

＊
掲
載
作
品
に
は
、
選
者
に

よ
り
一
部
表
記
等
の
訂
正
・

添
削
が
さ
れ
て
い
ま
す
。


